
ラジコンノ＼IJで追肥 

空飛ぶ肥料 

在宅療養看護教室 

ヘルシータウン 

こ
の
ほ
ど
農
業
改
良
普
及
所
と

町
産
業
課
で
三
潟
成
太
郎
さ
ん
の

試
験
田
1
』
に
ラ
ジ
コ
ン
（
リ
コ

プ
タ
ー
で
追
肥
を
行
い
ま
し
た
。
 

こ
の
試
み
は
、
農
業
後
継
者
の

減
少
に
伴
う
人
手
不
足
や
労
働
力

を
軽
減
さ
せ
る
た
め
、
ラ
ジ
コ
ン
 

（
リ
を
使
っ
て
除
草
剤
散
布
、
追

肥
等
を
行
っ
た
場
合
ど
の
程
度
の
 

一
 

結
果
が
出
る
か
テ
ス
ト
し
た
も
の
。
 

ラ
ジ
コ
ン
（
リ
の
本
体
は
5
0嘱

で
1
2馬
力
の
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン

が
搭
載
さ
れ
、
固
形
肥
料
で
1
0昭
、
 

液
体
肥
料
で
1
2l
積
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
本
来
液
剤
用
に
開
発
さ

れ
た
も
の
で
今
回
の
固
形
肥
料
の

追
肥
で
は
期
m
を
1
往
復
す
る
た

び
に
肥
料
を
詰
め
替
え
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
時
間
が
か
か
り
改
良

の
余
地
は
あ
る
も
の
の
人
力
に
比

べ
れ
ば
は
る
か
に
早
く
、
今
年
の

よ
う
に
イ
モ
チ
病
な
ど
が
発
生
し
、
 

蔓
延
し
た
場
合
広
範
囲
に
わ
た
っ

て
共
同
で
農
薬
散
布
を
す
る
の
に

威
力
を
発
揮
し
ま
す
。
 

気
に
な
る
値
段
は
、
 一
機
約
五

〇
〇
万
円
と
高
価
な
も
の
で
す
が
、
 

量
産
に
よ
り
価
格
が
低
下
す
れ
ば

農
家
の
労
働
力
軽
減
に
一
役
か
い

そ
う
で
す
。
 

こ
の
ほ
ど
五
所
川
原
保
健
所
と

金
木
町
で

一
般
の
婦
人
や
将
来
家

庭
の
介
護
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る

方
を
対
象
に
「
か
な
ぎ
ヘ
ル
シ

ー
 
 タ

ウ
ン
教
室
」
と
題
し
、
在
宅
療

養
看
護
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

こ
の
教
室
は
、
人
生
8
0年
時
代

を
い
き
い
き
と
健
康
に
過
ご
す
た

め
、
健
康
管
理
、
家
庭
看
護
や
疾

病
の
予
防
に
関
す
る
知
識
と
技
術

を
身
に
つ
け
、
さ
ら
に
は
保
健
福

祉
の
意
識
を
高
め
地
域
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に

行
な
わ
れ
た
も
の
で
、
8
月
か
ら
 

1
1月
ま
で
5
回
開
催
さ
れ
、
3
回

以
上
の
参
加
者
に
は
終
了
証
書
が

授
与
さ
れ
ま
す
。
 

8
月
4
日
は
第
1
回
目
の
教
室

が
開
催
さ
れ
、
五
所
川
原
保
健
所

長
か
ら
 
「骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
」
 

に
つ
い
て
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
保
健
婦
か
ら
町
の
保
健
活

動
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
5
0人

の
参
加
者
た
ち
は
 
「明
日
は
我
が

身
」
 
と
真剣
な
眼
差
し
で
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。
 

お
年
寄
り
を
抱
え
る
家
庭
に
と

ノ
て
は
将
来
参
考
に
な
る
こ
と
の

多
い
教
室
で
す
。
 

今
後
の
予
定
 

第
2
回
目
 
8
月
2
5日
 

家
庭
看
護
法

（
実
技
）
 

●

病
人
の
動
か
し
方
 

●と
こ
ず
れ
予
防
等
 

●
看
護
用
品
の
紹
介
 
 

第
3
回
目
 
9
月
1
0日
 

施
設
見
学
 

市
浦
村
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
 

タ
ー
 
「悠
遊
郷
」
 

第
4
回
目
 
1
0月
2
7日
 

実
習
 

調
理
の
工
夫
で
お
い
し
く
食
べ
 

よ
、つ
 

第
5
回
目
 
1
1月
1
0日
 

講
話
 

「
明
る
い
町
づ
く
リ
と
ボ
ラ
ン
 

テ
ィ
ア
」
 

「活
用
し
ま
し
ょ
う
福
祉
サ
ー
 

ビ
ス
」
 

※
 
詳
し
い
こ
と
は
保
健
セ
ン
タ
 

ー
に
お
間
合
せ
下
さ
い
。
 

主．通産省 電気使用安全月間 
8月1日ト31日 

   

   

良い電気設備で 
安全に 

正しく使って 
明るい暮らし 

《
ッ門
戸
 

 

 

「電気の安全」 	 ―心 
あなたとわたしの愛ことば （財）東北電気保安協会 
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主二 

r一武」 

空中から肥料が落ちてます 

中
些
 

教
 

ー
ツ
 

”
」
 

桜庭五所川原保健所長の講演 

(
 

(
 



大倉岳登山会 

ヤッホー 

芦野公園内を清掃 

クリーンデ 

へ
 

へ
 

7
月
1
2日
、
町
教
育
委
員
会
主

催
、
金
木
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
後

援
に
よ
る
 
「第

一
回
金
木
町
民
大

倉
岳
登
山
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
 
 た

。
 

こ
の
登
山
会
は
、
青
少
年
健
全

育
成
と
町
民
の
体
力
増
進
を
目
的

に
、
そ
し
て
大
倉
岳
を
も
っ
と
町

民
に
知
っ
て
も
ら
い
、
今
後
も
こ

の
山
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

い
う
願
い
を
込
め
て
行
な
わ
れ
た

も
の
で
、
町
内
外
か
ら
約
伽
名
の

参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
 

記
念
撮
影
に
続
い
て
開
会
式
が

行
な
わ
れ
、
そ
の
後
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
と
同
時
に
登
山
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
片
道
約
5
面
の
登
山
道
に

は
、
こ
の
日
に
備
え
て
金
木
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
標
識
を
設
置
し

て
お
り
、
参
加
者
は
そ
れ
を
目
印

に
そ
れ
ぞ
れ
自
然
観
察
等
を
楽
し

み
な
が
ら
山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。
 

登
山
ロ
か
ら
約
2
時
間
程
度
で
、
 

一
人
の
リ
タ
イ
ア
も
な
く
全
員
無

事
山
頂
へ
到
着
。
天
気
が
良
け
れ

ば
津
軽
半
島
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
楽

し
め
る
の
で
す
が
、
こ
の
日
は
あ

い
に
く
の
霧
で
見
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
参
加
し
た
子

ど
も
達
は
、
来
年
こ
そ
は
と
期
待

を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。
 

今
後
も
こ
の
登
山
会
は
継
続
さ

れ
る
予
定
で
、
来
年
は
6
月
2
7日
 

（
第
4
日
曜
日
）
を
子
定
し
て
い

ま
す
。
 

大
切
な
自
然
公
園
の
美
し
さ
を

損
な
わ
な
い
よ
う
に
と
全
国
で
8
 

月
第

一
日
曜
日
を
「
自
然
公
園
ク
 
 リ

ー
ン
デ

ー
」
 
と
して
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
 

今
年
は
8
月
2
日
が
こ
の
ク
リ
 

ー
ン
デ

ー
に
あ
た
り
、
当
町
に
お

い
て
も
朝
早
く
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ

や
親
子
連
れ
約
8
0人
が
参
加
し
、
 

芦
野
公
園
内
の
ゴ
ミ
を
拾
い
集
め

ま
し
た
。
 

ゴ
ミ
拾
い
に
先
立
ち
、
日
頃
か

ら
公
園
内
の
清
掃
に
奉
仕
さ
れ
て

い
る
、
金
木
町
老
人
ク
ラ
ブ
養
寿

会

（
会長
廿
木
村
不
二
男
）
、
天

理
教
西
北
第
二
支
部

（
支
部長

廿

津
島
陽

一
）
、
松
緑
神
道
大
和
山

金
木
教
区
青
年
会

（
会長
廿
角
田

正
樹
）
、
大
東
ケ
丘
サ
ン
ト
ピ
ア

ホ
ー
ム

（
園長
廿
花
田
昭

一
）
、
 

見
崎
町
さ
わ
や
か
グ
ル
ー
プ

（
代

表
廿
小
山
内
ト
シ
エ
）
の
五
団
体

に
田
中
町
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
「
芦
野
公
園
が
ふ
れ
あ
い
広
場

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
の
は
皆

さ
ん
が
美
化
清
掃
に
奉
仕
さ
れ
て

い
る
お
か
げ
で
す
。
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
町
の

た
め
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
い

と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
各
班
に
分
か
れ
て
一

斉
に
ゴ
ミ
拾
い
を
始
め
、
作
業
後

に
は
、
集
め
た
ゴ
ミ
の
重
量
当
て

や
松
ぼ
っ
く
り
ゴ
ミ
箱
入
れ
ゲ

ー
 
 ム

な
ど
で
楽
し
み
ま
し
た
。
 

ち
な
み
に
こ
の
日
集
め
ら
れ
た

ゴ
ミ
は
期
庵
に
も
達
し
ま
し
た
。
 

「ゴ
ミ
は
ゴ
ミ
箱
へ
」
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
金
木
町
の
大
切
な
遺
産

芦
野
公
園
を
皆
さ
ん
で
守
り
ま
し

よ
、つ
。
 

助
産
婦
募

集
 

公
立
金
木
病
院
 

公
立
金
木
病
院
で
は
、
助

産
婦
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

ご
希
望
の
方
は
、
履
歴
書

を
郵
送
し
て
下
さ
い
。
 

募
集
人
員
 
若
干
名
 

募
集
期
間
 
随
時
 

資
格
要
件
 
助
産
婦
免
許
所

持
 

年
齢
制
限
特
に

な
し
 

住
所
要
件
特
に

な
し
 

給
 
与
 
当
院
規
則
に
よ
る

そ
の
他
 
詳
細
は
公
立
金
木

病
院
管
理
課
へ
お

問
合
せ
下
さ
い
。
 

公
五
三
ー
三
一
一
一

内
線
 
三
三
八
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この満足感。大倉岳山頂にて 

拾っても拾っても出てくるゴミ 



「森
田
学
園
」
新園
舎
開
園
 

ク厚
生
年
金
・
国
民
年
金
積
立
金
4
還
元
融
資
施
設
 

西
北
五
精
神
薄
弱
児
施
設
組
合
 

（
金
木町
他
北
津
軽
郡
、
西
津
軽

郡
、
五
所
川
原
市
の
一
市
七
町
七

村
で
構
成
）
で
改
築
工
事
を
進
め
 

景
 
て
い
た
森
田
学
園
が
平
成
四
年
四
 

全
 
月
一
日
開
園
しま
し
た
。
 

舎
 
新
た

に
重
度
棟

（
二
十名
）
を
 

園
 
設
置
し
、
短
期
入
所

・
緊
急

一
時
 

新
 
保
護
室
を
備
え
、
児
童
の
居
室
も

二
人
部
屋
と
四
人
部
屋
と
し
、
シ

ャ
ワ
ー
室
、
遊
戯
室
を
設
け
る
な

ど
入
所
児
童
の
処
遇
向
上
、
生
活

環
境
の
改
善
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
皆
さ
ん
か
ら
町
に
提
言
の
あ
っ
た
場
合
掲
載

し
ま
す
。
ご
意
見
・
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
し
ど
し
お
寄
せ

下
さ
い
。
 

尚
、
今
回
は
、
庁
舎
備
付
け
の
ア
イ
デ
ア
箱
に
よ
る
も
の
を
採
用

し
ま
し
た
。
 

け
ん
し
ん
よ
う
 

ロ
入
 

u
'
 

こ
の
ほ
ど
青
森
県
信
用
組
合
金

木
支
店
長
須
藤
寛
さ
ん
と
青
森
県

信
用
組
合
金
木
支
店
の
貯
蓄
会
で

組
織
し
て
い
る
さ
つ
き
会
会
長
其

田
兼
春
さ
ん
が
役
場
を
訪
れ
、
7
 

月
2
4日
行
わ
れ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
 

バ
ザ
ー
の
収
益
金
三
万
六
千
三
〇

八
円
を
学
校
図
書
の
一
部
に
活
用

し
て
下
さ
い
と
町
に
寄
附
さ
れ
ま

し
た
。
 

・

さ
つ
き
会
 

益
金
を

町
に

寄
附
 

さ
つ
き
会
は
、
青
森
県
信
用
組

合
金
木
支
店
に
貯
蓄
し
て
い
る
方
 

m
名
で
組
織
さ
れ
、
主
に
町
内
の

購
買
運
動
（
買
物
は
町
内
か
ら
）
 

等
、
町
の
活
性
化
の
為
に
一
丸
と

な
っ
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

寄
附
を
受
け
た
田
中
町
長
は
 
「
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
意
向

に
沿
う
よ
う
大
切
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
い
と
感
謝
の
言
葉
を
 

入
所
児
童
の
自
立
更
生
・
社
会

復
帰
に
務
め
、
さ
ら
に
地
域
に
根

ざ
し
た
施
設
と
し
て
巡
回
療
育
相

談
等
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
 

住
所
 
西
津
軽
郡
森
田
村
大
字
 

床
舞
字
鶴
喰
一
〇
四
の
一
一

電
話
 
二
六
ー
三

一
〇
〇
 

「厚
生
年
金
・
国
民
年
金
積
立

金
」
還
元
融
資
資
金
は
、
国
が
地

域
住
民
の
福
祉
の
増
進
と
生
活
の

向
上
を
図
る
た
め
、
皆
さ
ん
が
加

入
し
て
い
る
厚
生
年
金
や
国
民
年

金
の
積
立
金
の
一
部
を
地
方
公
共

団
体
に
還
元
融
資
し
て
い
る
資
金

で
す
。
 

述
べ
ま
し
た
。
 

ゲ
ー
ト

ボ
ー

ル
 

チ
ー

ム
に

一
言
 

ー
 
ゲー
ト
ボ
ー
ル
の
チ
ー
ム
に
入

一り
た
い
の
で
す
が
、
今
迄
の
チ
ー
 

ー
ム
に
入
れ
ば
大
会
に
勝
て
な
い
か
 

ーら
だ
め
だ
と
云
わ
れ
た
0
ゲ

ー
ト
 
 ゲ

ー
ト

ボ
ー
ル
に

つ
い
て
 
一
 

金
木
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
 
一

会
長
 
米
谷
甚
九

郎
一

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
通
し
て
親
睦
一

を
深
め
仲
間
の
輪
を
広
げ
る
と
共
一

に
愛
好
者
の
健
康
増
進
に
寄
与
す
ー
 

る
こ
と
を
目
的
に
、
今
般
金
木
町
ー
 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
を
設
立
し
ま
ー
 

し
た
o
 

一

本
協
会
は
、
老
人
に
限
ら
ず
、
一

金
木
町
の
方
で
あ
れ
ば
誰
で
も
加
一

入
で
き
ま
す
。
 

現
在
、
金
木
町
に
は
7
つ
の
ゲ
 

ー
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
あ
り
ま
す

が
、
他
に
も
入
り
た
い
方
が
あ
れ
ー
 

ば
初
心
者
で
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
。一

希
望
者
は
協
会
事
務
局
（
金
木
一

町
社
会
福
祉
協
議
会
内
 
中
西
 
一

電
話
 
五
三
ー
二
二
四

一
）
へ
お
一

問
合
せ
下
さ
い
。
 

一
 

	IImm町町広報かなき ⑧ 

~ 

ーボ
ー
ル
は
大
会
で
勝
つ
た
め
の
も

ん
ー
の
です
か
。
選
手
だ
け
の
ゲ

ー
ト

さ
ー
ボ
ー
ル
で
す
か
。
私
達
初
心
者
は

鯛

初
心
者
同
志
、
新
た
に
チ
ー
ム
を
 

一
一
 

渡
一
刀
、
い
旨
でら
余
マ
こ
旨
尊
を
受
ナ
 

い
ー
ー
て
大
会に
出
る
様
な
腕
前
に
教
育

附
一
して
く
れ
る
の
が
老
人
ク
ラ
ブ
の

遺

仲
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
o
 

割
 

金
木
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

町
一
様
（
o
 

脱
 

匿
名
希
望
の
老
人
よ
り
 

(
 



暗篇；き量こ’ 
1 

Q
・
⑨
こ
の
石
碑
は

何
の
石
碑
で
し
 

さ
つ
。
 

0・（A）この橋は1可と
う橋でしよう。 

し
 

Q・（旦）これは何という
施設でしょう。 

よ 
、建 

ふるさと発見 

このクイズは金木町にちなんだ施設、 
名称、文化財などを再発見してもらお
うと問題にしたものです。休日などに
チョコッ ト出かけてみてはいかがでし
ょ う。 （今回は芦野公園内からの問題
です。） 

ズ イ り 

へ
 

へ
 

金
木
病
院
力
ル
テ

⑩
 

「
小
児
瑞
息

に
つ
い
て
」
 

（
そ
の3
)
 

小
児
科
医
長
 
小
 
谷
 
健
 
児
 

さ
て
気
管
支
瑞
息

の
治
療
は
大

別
す
る
と
①
対

症
療
法
、
②
環
境

調
整
、
③
鍛
錬
療
法
が

あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
治
療
法
を
各
人

に
あ
っ

た
よ
う
に
組

み
合
わ
せ
て
総
合
的

に
治
療
し
て
い
く
の
が
理
想
的
で

す
。
 

①
対
症
療
法
 

対
症
療
法

に
は
発
作
を

お
さ
え

る
為
の
治
療
（
気
管
支
拡
張
剤
と
 
 い

っ
て
発
作
を
起

こ
し
て
細
く
な

っ
た
気
管
支
を
広
げ
る
為
の
薬
で

例
え
ば
、
テ
オ
ド
ー
ル
、
メ
プ
チ

ン
、
 ス
ピ
ロ
ペ
ン
ト
、
ホ
ク
ナ
リ

ン
な
ど
）
と
、
発
作
の
な
い
時
、
 

ま
た
は
軽
い
発
作

の
時
に
そ
れ
以

上
ひ
ど
く
さ
せ
な
い

か
、
起
こ
さ

な
い
よ
う
に
予
防
的

に
行
な
う
治

療

（
い
わ
ゆ
る
体
質
改
善

の
薬
と

言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
イ
ン
タ

ー
 
 ル

、
リ
ザ
ベ
ン
、
ザ
ジ
テ
ン
、
ア

ゼ
プ
チ
ン
、

セ
ル
テ
ク
ト
な
ど
）
 

が
あ
り
ま
す
。
 

②
身

の
回
り
の
環
境
調
整
 

今
の
日
本

の
家
屋
の
現
状
か
ら

は
、
家
の
ホ
コ

リ
を
完
全

に
無
く

す
る
こ
と
は
不
可

能
で
す
が
、
出

来
る
だ
け
ホ
コ
リ
の
少

な
い
環
境

を
作
る
よ
う
に
は
で

き
ま
す
。
 

●

ジ
ュ
ウ
タ
ン
、
ぬ
い
ぐ
る
み
、
 

厚
手
の
カ
ー
テ
ン
な
ど
を
用
い
な
 

い
。
 

●

衣
類
の
洗

濯
は
よ
く
水
洗

い
を

し
、
糊
付
け
は
や
め
て
、

十
分
に

乾
燥
さ
せ
る
。
 

●

掛
け
布
団
、
毛
布
は
化
繊
の
も

の
を
用
い
、
木
綿
カ
バ
ー
を
す
る
。
 
 

●

こ
ま
め
に
掃
除
を
す
る
。
 

●

床
に
ジ
ュ

ウ
タ
ン
を
敷
か
な
い
。
 

●

犬
、
猫
、
小
鳥
は
飼
わ
な
い

よ

う
に
す

る
。
 

●

室
内
で

の
喫
煙
は
絶
対

に
止
め

る
。
 

③
鍛
錬
療
法
 

毎
日
鍛
錬
を
続

け
る
こ
と
に
よ

り
発
作
を
少

な
く
し
、
か
つ
精
神

的
な
困
難

に
耐
え
抜

い
た
と
い
う

自
信
を
持
た
せ
、
瑞
息
を
克
服
す

る
勇
気
を
作

る
方
法
で
す
。
 

●

冷
水
ま
さ
つ
…
皮
膚
を
鍛
え
る

こ
と
に
よ
り
、
自
律
神
経
の
バ
ー
フ

ン
ス
を
よ
く
し
、

カ
ゼ
を
ひ
き
に

く
く
す
る
目
的
で

行
な
わ
れ
ま
す
。
 

●

冷
水
シ
ャ

ワ
ー
…
冷
水
ま
さ
つ
 
 と

同
じ
目
的
と
効
果
が
あ
り
ま
す
。
 

お
風
呂
か
ら
あ
が
る
前
に
水
を
か

け
ま
す
。
 

●

水
泳
な
ど
…
瑞
息
だ

か
ら
と
い

っ
て
運
動
制
限

の
必
要
は
全
く
あ

り
ま
せ
ん
。
積
極
的

に
運
動
に
参

加
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
、
中
に
は

運
動
に
よ
っ

て
発
作
が
誘
発
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

そ
の

時
は
医
師
に
相
談
し
て
下
さ
い
。
 

運
動
の
前

に
吸
入
す
る
こ
と
で

発

作
が
予
防
で
き
ま
す
。
 

以
上
、
と
り
と
め
も
な

く
ダ
ラ

ダ
ラ
と
書

い
て
き
ま
し
た
が
、
わ

か
ら
な
い
事
が

あ
っ
た
ら
、

い
つ

で
も
金
木
病
院
小
児
科
ま
で
お
こ

し
下
さ
い
。
お
大
事
に
。
 

全問正解者の中から抽選で 3 名様に
素敵な記念品を差し上げます。 どんど
ん応募して下さい。 
応募方法 
ハガ寿に住所、氏名、年齢、職業、電
話番号を記入のうえ 

（①）クイズの答（2）今月号のよかった記事 
（③ンつまらなかった記事④ご意見一ご感
想を記入のうえ 
〒O37-O2 
金木町大字金木字朝日山323 

金木町役場企画室 
までごli:5募下さい6 
応募の締切は 9 月 5 日当日消印有効。 
当選者の発表は 9 月号に掲載します。 
7月号の答 

（④）藤の滝 
①）鹿子マ）滝 
@）奴踊 
厳選な抽選の結果、当選者は次の 3 名
です。 

川 倉 泉 谷 和 子さん 
金 木 小 野 秀 子・さん 
金 木 津 島 良 子・さん

たく さんのご応募、貴重なご意見有
難うございます。今回当選しなかった
方もこれにめげずどしどしご応募くえご
さい。 

⑨ 広報かむぎ川川川I'll' 



金
木
町
名
木
 

幹

の
周
囲
 

2
m

6
8
m
 

2
m

3
6m
 

2
m

5
2m
 

（
こ
の名
木
は
、
平
成
3
年
5
月
3
1日
金
木
町
文
化
財
審
議
 

委
員
会
議
で
、
決
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。）
 

	mmII川I川広報かなぎ ⑩ 

中
柏
木

磯
崎

神
社
 

赤
松

（3
本
）
 

約

五
〇
〇
年
 

写真は3本中2本を撮影 

、 

	ノ 

7月末現在 前年同月比 

男 6,156人 △ 82人 

女 6,806人 △ 38人 

計 12,962人 ご、 120人 

6 世帯数 3,887 

人
ロ
と
世
帯
 

はじめま して 
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博
美

（
清
輝
）
嘉
 
瀬

朝
子
（
柾
太
郎
）
鶴
田
町

勝
春

（恵
三
）
金
 
木

美
穂
（
千恵
子
）
稲
垣
村

真
弘

（
崎
衛
）
弘
前
市

美
幸
（
久
美
）
嘉
 
瀬

文
昭

（
秀
勝
）
八
戸
市

輝
子

（
亀
一
）
喜
良
市

誠
（
秀男
）
五
所
川
原
市

朝
子

（
光男
）
金
 
木

旭
（
久造
）
五
所
川
原
市

里
枝

（
勇蔵
）
金
 
木
 

お

く
や
み
 

松

川
 
秀

一
 
（7
6才
）
嘉
 
瀬
 

演
田
 

き
 
せ
（
9
7才
）
嘉

中
元
嘉
四
太
郎

（
8
0才
）
金

津
島

昭
二
郎

（
6
5才
）
金

田
 中

策
太
郎

（
9
2才
）
金

田
 
村
 
な
 り
（
9
4才
）
金
 

こ
の
欄
は
、
金
木
町
に
住

所
を
有
し
て
い
る
方
々
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
欄
に
掲
載
を
希
望
し

な
い
方
は
、
町
民
課
窓
口
に

届
出
の
際
申
し
出
て
く
だ
さ
 

し
 

無
 

霧
 

醜
 

鷹
 

霧
 

爵
 

企画室からお知らせ 
企画室では、広報かなぎ作成にあたり、 

町民の皆様のホットな話題の提供をお待ち

しています。 

どんなささいな事でもかまいまーせん。面

白い事、珍しい事など有りましたら役場企

画室までご連絡下さい。 
e 5 3 一 21 1 1内線 286 

戸
籍
の

窓
 

7
月
分

届
出
 

お
め
で

と

う
 

白
 
川
 
万
琴

（
雅紹
）
金
 
木

角
田
 
華

菜

（
正
由
）
金
 
木
 
 加

藤
 

大
騎

（
輝彦
）
喜
良
市

仙
場
 

康
右

（
良
典
）
金
 
木

秋
谷
 

香

純

（
淳
一
）
金
 
木
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

（
棟
方
 和
彦
（
清
一
）
大
鰐
町
 

「
藤井
 
貴
子
（
徳
義
）
金
 
木
 

、
赤
城
 
智
弘

（
共
一
）
鶴
田
町
 

「
楠
美
 隆
子
（
文
隆
）
金
 
木
 

r
 

(
 


